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1 • はじめに

滝が後退することはよく知られている。日本一の落差350mを誇る称名滝は，昔から現

在の場所にあったものであろうか． 称名滝も後退していたに迩いない．

滝が形成されるためには， もとの河川の途中に何らかの原因で， 急激な段差を生じる

ことが必要であるが， 称名沌の場合， 立山の咬出物にその原因を求めることができる．

立山の火山活動は， Yamasaki et al. (1966) により第一期から第四期までに区分されて

いるが（第1図）， 最大の活動は， 溶結凝灰岩を形成した第二期の活動である． このとき

の哄出物によって常願寺川は埋栢され， 埋和された末端に称名滝が形成されたと考えら

れる。

本論では， すでに発表されている溶結凝灰岩の形成年代と分布域をもとに， 称名滝の

後退速度， すなわち日本でも有数の急流河川といわれる常願寺川の位食率を算出してみ

る．

また， 常願寺川には， 粟巣野段丘と呼ばれる低位段丘が分布しており， これも常願寺

川によってかなりの速さで侵食されている． この侵食率も冥出し， 考察を試みる．

なお， 地形図では， 常願寺） IIは水谷付近で兵） IIと沿川に分かれると表記されているが，

本論では筒単のために， 千寿ヶ原までを常願寺川とし，その先を称名川，襄川と表現する．
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第1図 立山周辺の地質略図(Yamasaki et al. (1966), 松本ほか(1991)をもとに作成）

2. 溶結凝灰岩の形成年代

第二期の溶結凝灰岩の形成年代を論じる前に， 筒単に立山の火山の活動史を述べ， ど

うような位四に）瓜するかを検討する．

Yamasaki et al. (1966)によれば， 常願寺JI!上流 に第一期の成悩火山が形成され， し

ばらくして第二期の大蚊の火砕流の哄出が行われ浴結凝灰岩がつくられた ． また大欣の

哄出 により， 火口は陥没してカルデラが形成され， それは餃食により拡大され佼食カル

デラが形成されたとしている． このときの咬出物は常穎寺川では大山町小見まで分布し

ている． 第三期はカルデラ周辺で天狗岳， 国見岳等の鐘状火山がつくられる． 第四期は

室堂平周辺のみくりが池， みどりが池， 地獄谷等の凹地をつくる水蒸気煤発が起こった

とした． 近年， 小林武(1997)や中野ほか (1998)が， それぞれ異なった形成史を提唱

したが， 第二期の火砕流堆栢物（溶結凝灰岩）の位四付けは， Yamasaki et al. (1966) 

のそれと変わりがない
．

溶結凝灰岩の形成年代は， 長野屎大町付近 に分布する大町テフラの研究によって明ら

か にされた ． 小林国(1963)は大町テフラが立山の火山活動によるものと考え， 小林国

ほか(1969)はApm, BSc, CSc, DPm, Epmの五枚のテフラを立山火山起源であると

した ． 中谷(1972)は， DPm-Epm間にODScを加え， 造岩鉱物特性からApm, BSc , 

86 



）鋲井昭ニ ・ 金子一夫／称名滝の後退辿度一称名川．・111. 常穎寺川のf1食乎一

CScを立山の第二期， DPm, ODScを第三期， Epmを第四期と考えた． 小林武(1975)

は， 中谷(1972)の報告を斑晶鉱物組成を使って再検討し， BSc, CSc, DPm, ODScを

第二期， Epmを第三期 に対比し， 御岳のPm-I (70-90ka) がDPmを裂っているので，

第二期の咬出 は御岳の Pm-Iより古いとした ． この対比は町田・新井 (1979) による斑

晶鉱物の屈折率測定 によっても支持されている． 大村ほか(1988)はDPm の哄出年代を

アイオニウム法を使って測定し， 94土Ska の値を得ているが， Machida et al. (1981),

竹本ほか(1987) は火山灰｝凶序学から約lOkaとしている．

3 • 粟巣野段丘の年代

粟巣野段丘は彫さ100mの礫Jo.、1からなる日本でも珍しい似い段丘で，他所では新穂悩岳

の岐阜原側の鍋谷段丘や伊那谷の段丘等があげられるが，

後背地の事変を示しているようである．

このような彫い段丘の形成 は

藤井(1966), 常願寺川団体研究グル ー プ(1969) は， 立山形成年代を常願寺川段丘群

に求め潤査した（第2図） ． その結果， 粟巣野段丘は河川縦断面図に投彩すると下流の下

段段丘 に続くことが明らかになった． 下段段丘は低位段丘で沖茄}\'·1 (完新統）に裂われ

るので， 粟巣野段丘は泌終氷期の2万年前には形成されたこと になる． 町田ほか(1978)
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第2図 常願寺川沿いの段丘分布図
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は粟巣野段丘の最上部から姶良Tn火山灰(AT : 22000yBP)を発見し， これを支持した．

4 • 滝の後退速度（浸食率）の計算

単純には， 滝が蔽初に形成された場所とその年代がわかれは
．

， 沌の後退速度を算出で

きることになる． 算出に必要な距離を第3図に示す。 溶結凝灰岩の分布が大山町小見付

近までとし， 常願寺川1本で佼食していったとすれば，

l? 5 -· = 

10 
l.25km/万年

の後退速度になる．

ところが， 常願寺川は千寿ヶ原で称名川と真川に分かれるため， 滝の後退速度は常願

寺川と称名川でそれぞれ異なる値になる． また， 兵川では現在滝は存在しないが， 兵川

と潟川の合流点近くの水谷付近まで真川の侵食によってつくられた急崖があり， 滝が後

退していったとみられる． したがつて， 兵川も固有の後退速度の値をもつことになる．

そこで，千寿ヶ原ー称名滝問7kmの後退速度をxkm/万年，千寿ヶ原一水谷問11.5km

の後退速度をYkm/万年とすれば， 称名川， 兵川は千寿ヶ原から同時に佼食を始めて

現在に至っているわけだから，

7 11 5 
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となる．
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小見一 千寿ヶ原問5.5kmの後退速度は，称名川と真川を合わせた営力によって決定さ

れるもので， 本来的にはわからない ． そこで今回は単純に x+yであると仮定すると，

工十5.5
X x+y 

=10 

且卓十5.S
y x+v 

が成り立っ ．

= 10 

これらから，

x= 0.9lkm/万年， y= l.49km/万年

となる．

すなわち， 3川の侵食率は， 称名川0.9lkm/万年， 真川l.49km/万年， 常穎寺川

2.40km/万年となる．

5 • 粟巣野段丘形成後の侵食率

粟巣野段丘が形成された当時は， 粟巣野段丘あるいは下段段丘の高さで常願寺川いっ

ぱいに河床礫があったことになる． この段丘の佼食が始まるのは， 最終氷期の 2万年前

と考えられる． 侵食の開始位四は， 現在の扇状地の扇頂部である立山町岩蛤寺付近と考

えるのが妥当である． そこから段丘を下刻しながら粟巣野段丘の上端である千寿ヶ原ま

で至ったとすると，

13 

2 
--:--=6.Skm/万年

が見栢もられる泌小のイ蕊食率となる．

6 • まとめ

1)称名滝の後退速度は小見一千寿ヶ原問で2.50km/万年， 千寿ヶ原 一称名沌問で

0.9lkm/万年と見栢もられる．
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2 )真JI!の似食率は称名川のそれと比較して，約1.6倍大きい． 両川とも立山の火山岩な

いしは飛郡変成岩類を侵食しているので， この追いは， 両川の流域面栢の差による

流．打しの違いが反映している ．

3 )  ; 浮；穎寺川の段丘礫}\'•1に対する侵食率は， 最小に見秋もって，火成岩に対する投食率

の2.6倍 である ．
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